
編

集

後

記

こ
の
た
び
、
平
成
十
一
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で
、
三

期
十
二
年
に
わ
た
る
県
議
会
の
活
動
状
況
を
ま
と
め
た
「
群
馬
県
議
会

史
第
十
一
巻
」
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
群
馬
県
議
会
史
は
、
県
政
の
動
向
と
県
議
会
の

活
動
を
後
世
へ
の
記
録
と
し
て
編
さ
ん
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
県
政
発

展
の
指
針
と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
県
民
の
自
治
意
識
向
上
を
目
的
と

す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

編
さ
ん
の
基
本
方
針
は
、
第
十
巻
に
準
ず
る
こ
と
と
し
、
大
別
し
て

章
、
節
、
項
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
第
一
章
の
「
地
方
制
度
の
概
観
」

か
ら
、
第
二
章
「
議
会
の
組
織
お
よ
び
選
挙
」
、
第
三
章
「
国
会
議
員

お
よ
び
首
長
選
挙
」
、
第
四
章
「
議
会
の
招
集
と
議
事
概
要
」
ま
で
は

前
巻
と
同
様
で
す
が
、
新
た
に
第
五
章
と
し
て
「
議
会
改
革
の
取
組
」

と
し
て
設
け
、
最
後
に
第
六
章
を
「
三
期
十
二
年
の
主
な
ニ
ュ
ー
ス
」

と
し
ま
し
た
。

本
書
の
中
心
と
な
る
第
四
章
第
二
節
「
議
事
概
要
」
に
つ
い
て
は
、

十
二
年
間
で
四
十
八
回
の
定
例
会
、
八
回
の
臨
時
会
、
合
計
五
十
六
回

の
県
議
会
が
招
集
さ
れ
、
質
問
さ
れ
た
議
員
数
は
延
べ
で
五
百
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
質
問
内
容
も
様
々
な
観
点
か
ら
多
様
化
し
て
お
り
、
限
ら
れ

た
紙
面
の
中
で
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
党
派
別

の
質
問
者
数
、
議
員
個
々
の
質
問
回
数
、
質
問
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
等
を

考
慮
し
、
全
体
的
な
整
理
検
討
を
加
え
て
編
さ
ん
し
ま
し
た
。

議
員
が
取
り
上
げ
て
い
る
質
問
は
、
県
行
政
や
県
民
生
活
に
直
結
す

る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
各
時
代
を
色
濃
く
反
映
し
て
お
り
ま
す
。
本

書
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
県
政
に
お
け
る
県
議
会
の
役
割
が

明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
、
県
民
の
皆
様
方
が
今
後
の
県
政
に
ど
う
関
わ

る
べ
き
か
を
考
え
る
際
に
お
役
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
本
書
編
さ
ん
に
あ
た
り
ご
指
導
、
ご
助
言
賜
り
ま
し
た

歴
代
の
正
副
議
長
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様
方
に
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
議
会
事
務
局
長

星
野

恵
一



一
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会
史
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巻
編
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係
議
員

平
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九
年
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五
月
～
平
成
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月
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長

織
田
沢

俊
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書
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手
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井
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同

委
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平
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十
年
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五
月
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年
度
五
月
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長

橋
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介

副
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長
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書
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圀
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長
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同
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安
孫
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同
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水
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人
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秀

樹

同

委
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井

田

泰

彦

同

委
員

泉

澤

信

哉

令
和
元
年
度
五
月
～
令
和
二
年
度
五
月

議

長

狩

野

浩

志

副

議

長

井

田

泉

図
書
広
報
委
員
長

岩

井

均

同

副
委
員
長

今

泉

健

司

同

委
員

あ

べ

と
も
よ

同

委
員

酒

井

宏

明

同

委
員

藥

丸

潔

同

委
員

加
賀
谷

富
士
子

同

委
員

相

沢

崇

文

同

委
員

神

田

和

生

同

委
員

亀

山

貴

史

同

委
員

秋

山

健
太
郎

同

委
員
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和
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年
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五
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長

萩

原
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議

長

岸

善
一
郎



図
書
広
報
委
員
長

岩

井

均

同

副
委
員
長

多

田

善

洋

同

副
委
員
長

松

本

基

志

同

委
員

あ

べ

と
も
よ

同

委
員

酒

井

宏

明

同

委
員

藥

丸

潔

同

委
員

本

郷

高

明

同

委
員

斉

藤

優

同

委
員

森

昌

彦

同

委
員

高

井

俊
一
郎

同

委
員

牛

木

義

二
、
群
馬
県
議
会
史
第
十
一
巻
編
纂
関
係
職
員

政
策
広
報
課
課
長

(

二
八･

四
～
三
〇･

三
）

浅
野

達
朗

同

課
長

(

三
〇･

四
～
令
二･

三
）

内
田

善
規

同

課
長

(

令
二･

四
～

）

柴
野

敦
雄

同

次
長

(

二
八･

四
～
三
〇･

三
）

藤
城

和
義

同

次
長

(

三
〇･

四
～
令
二･

三
）

土
田

正
男

同

次
長

(

令
二･

四
～

）

田
子

敏
美

同

嘱
託
職
員
（
執
筆
担
当

二
八･

四
～
）

田
口

惣
司

同

嘱
託
職
員
（
執
筆
担
当

三
一･

四
～
）

中
村

邦
夫

三
、
群
馬
県
議
会
史
第
十
一
巻
編
纂
参
考
文
献
（
資
料
）

①

群
馬
県
議
会
史
第
十
巻

②

群
馬
県
議
会
会
議
録

③

群
馬
県
議
会
提
要

④

群
馬
県
議
会
時
報

⑤

群
馬
県
議
会
事
例
集

⑥

群
馬
県
歳
入
歳
出
予
算
書

⑦

群
馬
県
歳
入
歳
出
決
算
書

⑧

暮
ら
し
と
県
税

⑨

群
馬
県
百
年
史

⑩

現
代
群
馬
県
政
史
第
五
巻
、
第
六
巻

⑪

選
挙
の
記
録
・
選
挙
年
鑑
（
群
馬
県
選
挙
管
理
委
員
会
編
）

⑫

官
報

⑬

群
馬
県
報

⑭

現
行
法
規
総
覧
（
第
一
法
規
）

⑮

群
馬
県
法
規
集
（
第
一
法
規
）

⑯

上
毛
新
聞
（
縮
刷
版
）

⑰

朝
日
新
聞
（
縮
刷
版
）

⑱

グ
ラ
フ
ぐ
ん
ま

⑲

他
県
議
会
史

⑳

政
治
経
済
資
料
集
（
各
社
）

㉑

そ
の
他
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